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浅海底における地震電磁波前兆の観測

Observation of Magnetic Flux Precursor on Shallow Sea Bottom
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浅海底（3 3 m）において 2 2 3 H z、17Hz 磁界センサーを垂直軸方向に設置し、電磁波前兆の観測を沼津市三津浜
で平成１０年１月２２日より開始した。１０年３月１日東海道沖Ｍ６の深発地震の際、両周波数に同様のパルス
矩形状の放射が検知され、表波厚から検出特性を検討した。

【はじめに】浅海底（33m）において 223Hz、17Hz 磁界センサーを垂直軸方向に設置し、電磁波前兆の観測を沼
津市三津浜で平成１０年１月２２日より開始

した。１０年３月１日東海道沖Ｍ６の深発地震の際、両周波数に同様のパルス矩形状の放射が検知され、表波
厚から検出特性を検討した。

【観測】センサーは地上で用いているものと同じ空芯径約 500mm 223Hz用のループコイルセンサーと、スーパ
パーマロイ鉄芯を用いた 17Hz用の直線状 680mm センサーを、それぞれラバー材で包み、中に絶縁油を封入した。
当初、９年１２月下旬伊東市汐吹崎でテストの後、昨年１月２２日より沼津市三津浜にある（株）沖シーテック
の浮実験プラットフォームから海中下約33mに投入した。

海底観測での平常時のノイズは地表の約６分の１と低いが、朝方に時として数倍の雑音が多いことがある。
これは近くを通る漁船の影響などと思われる。

また、2 2 3 H z、1 7 H zで相互に異なる信号を拾う場合があるが、これらの多くは地上からの誘導雑音の影響と思
われる。

【センサー感度と海水による減衰】３月１日 02:39 に発生した東海道沖地震（M 6、深さ3 0 0 K m、観測点距離約
170Km）の前兆と思われるパルス状信号が、

図１のように前日の２月２８日２１時から２２時の間（約５時間前）に 223Hz と 17Hz の観測周波数で同時に
同波形で受信された。223Hz でピーク値

0 . 8 3 p T /√Hz 、17Hz で 2 2 . 7 p T /√Hz であった。較正用アンテナで浮ドック（海上 2 m）から海底のセンサーの
検知感度を調べると、223Hz で地表 2m の

距離の場合に較べ 3e+4 倍の励振振幅が必要であった。近距離の磁界放射特性が距離の３乗則で減衰するので、
33 + 2 = 35m では５４００分の１となる。

よってさらに約 0.178 の減衰が海水の表波効果で生じていることになる。海水の導電率は 4 ( S / m )であるので、
223Hz で表皮厚は 17m、17Hz では 62m と

なる。よって、exp-(33m/17m)=0.14(6.97分の1) となってほぼ雑音の減衰量に近い。

【見かけの電波源位置の特定と考察】ある地殻深部である振幅の放射電気信号が発生したとして、海底で検出す
る両周波数の振幅の比から表皮厚を用いて岩

体中の伝達距離を評価することができる。岩石の導電率は深さによって岩質や温度が変化するため大きく変化
する。数 km （堆積層）より深い 30km までの

岩石圏では 10e-5 から10e-7 とみられる。35km をこえると熱のためイオン荷電体による導電率が大きくなる。
岩石圏の導電率を 10e-5 とすると、表皮厚

はそれぞれ、 10km 、36km となる。一方、両周波数で検知される振幅比は一例として、 0 . 8 3 p T /√Hz と
22.7pT/√Hz であるから、電気信号の出現箇所は

約 40Km 先となる。この値は、震源までの距離よりはずっと近いことになる。これは、丁度前兆電気信号が等
価的に高導電率の熱い岩体部表面から出現する

との推測を与える。

震源は深さ 300km であり、そこにエネルギーの中心があると考えられるが、それら深部は高導電率の一体の





導体とみなされ、その表面から電磁波は放射さ
れ、誘電体とみなされる低導電率の上部岩体中を伝搬してくると見るのが、電波のモデルとして妥当である。


